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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　床面に載置される側壁と、
　該側壁内に形成された便鉢と、
　該側壁の上端及び該便鉢の上端に連結され、該便鉢の鉢面を上方に開放する開口部と該
開口部の後方に便器装置が載置される載置面とを有する天板と、
　を備えた洋風便器において、
　前記天板の前記便鉢より後方であり、前記便器装置が載置された際に、該便器装置によ
り隠蔽される箇所に設けられ、下方に空間を有する手掛け部と、
　この手掛け部に手を掛けることができるように、前記便鉢より後方であり、前記天板の
下面から下方に伸びて形成された補強壁と、
　を備えていることを特徴とする洋風便器。
【請求項２】
　前記手掛け部は、前記天板の後端縁である請求項１記載の洋風便器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洋風便器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　特許文献１に開示された洋風便器は、床面に載置される側壁と、側壁内に形成された便
鉢とを備えている。この洋風便器は、便鉢の後端より前方であり、側壁の左右外面に手掛
け部である凹部が設けられている。このため、施工業者等は、この手掛け部に手を掛けて
、洋風便器を移動させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１９７９３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記従来の洋風便器では、左右寸法よりも前後寸法が長いため、左右の手掛け
部に手を掛けて移動させる際に、洋風便器の前後のバランスをとらなければならない。ま
た、側壁の外面に手掛け部である凹部が設けられているため、外観のデザイン性に欠ける
。また、この凹部に埃等の汚れがたまり易く、外観を損なうおそれがあるとともに、凹部
内の汚れを拭き取るには手間を要する。
【０００５】
　本発明は、上記従来の実情に鑑みてなされたものであって、移動させ易く、外観のデザ
イン性が向上し、かつ掃除の手間を軽減することのできる洋風便器を提供することを解決
すべき課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の洋風便器は、床面に載置される側壁と、該側壁内に形成された便鉢と、該側壁
の上端及び該便鉢の上端に連結され、該便鉢の鉢面を上方に開放する開口部と該開口部の
後方に便器装置が載置される載置面とを有する天板とを備えた洋風便器において、
　前記天板の前記便鉢より後方であり、前記便器装置が載置された際に、該便器装置によ
り隠蔽される箇所に設けられ、下方に空間を有する手掛け部と、この手掛け部に手を掛け
ることができるように、前記便鉢より後方であり、前記天板の下面から下方に伸びて形成
された補強壁とを備えていることを特徴とする。
【０００７】
　この洋風便器は、施工業者等が便鉢より後方に設けられた手掛け部に片手を掛け、もう
一方の手を下方に行くほど内側に傾斜している前壁部の外面に当てるか、天板の開口部の
周縁に掛けるかして移動させることができる。このため、左右寸法より前後寸法の長い洋
風便器をバランスよく移動させることができる。また、手掛け部は、便器装置により隠蔽
される箇所に設けられるため、洋風便器の側壁の外面は凹凸のないすっきりとしたものに
することができる。これにより、洋風便器の側壁の外面に埃等の汚れがたまり難くするこ
とができる。
【０００８】
　したがって、本発明の洋風便器は、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ掃
除の手間を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例１の洋風便器の一部切欠き断面図である。
【図２】実施例１の洋風便器の平面図である。
【図３】実施例１の洋風便器に係り、図２のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図４】実施例２の洋風便器の断面図である。
【図５】実施例２の洋風便器の平面図である。
【図６】実施例２の洋風便器に係り、図５のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図７】実施例３の洋風便器の平面図である。
【図８】実施例３の洋風便器の断面図である。
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【図９】実施例４の洋風便器の平面図である。
【図１０】実施例４の洋風便器の断面図である。
【図１１】実施例５の洋風便器の平面図である。
【図１２】実施例５の洋風便器に係り、図１１のＡ－Ａ矢視断面図である。
【図１３】参考例１の洋風便器の平面図である。
【図１４】参考例１の洋風便器の断面図である。
【図１５】参考例２の洋風便器の平面図である。
【図１６】参考例２の洋風便器の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明における好ましい実施の形態を説明する。
【００１１】
　本発明における前記手掛け部は、前記天板の後端縁であり得る。この場合、天板は洋風
便器の上面を構成するものであるため、その後端縁に手を容易に掛けることができる。こ
のため、洋風便器をより容易に移動させることができる。
【００１２】
　次に、本発明の便器洗浄装置を備えた水洗式便器を具体化した実施例１～５について、
図面を参照しつつ説明する。
【００１３】
＜実施例１＞
　図１～図３に示すように、実施例１の洋風便器では、側壁１が床面Ｆに載置される。側
壁１内には、便鉢２が形成されている。側壁１は、便鉢２の前方部を覆う前壁部１Ａと、
前壁部１Ａの左右両端から後方に略直線状に延びる左右壁部１Ｂと、各左右壁部１Ｂの後
端を連結する後壁部１Ｃとから構成されている。
【００１４】
　前壁部１Ａ及び各左右壁部１Ｂの前側部分と、便鉢２との上端に天板３が連結されてい
る。この天板３は、便鉢２の鉢面２Ａを上方に開放する開口部３Ａと、開口部３Ａの後方
に設けられ、便器装置４が載置される載置面３Ｂとを有している。
【００１５】
　天板３の後端より後方に延びる各左右壁部１Ｂの後側部分と後壁部１Ｃとに囲まれ、上
下方向に貫通した収納空間Ｓが形成されている。収納空間Ｓの上部開口８の周縁は、天板
３の後端縁と、各左右壁部１Ｂの後側部分の上端と、後壁部１Ｃの上端とから形成されて
いる。天板３の上面と、天板３の後端より後方の側壁１（各左右壁部１Ｂの後側部分及び
後壁部１Ｃ）の上面とは面一に形成されている。
【００１６】
　この洋風便器の上面には、便器装置４が載置可能である。便器装置４は、機能装置が収
納された収納ケース５と、収納ケース５の前方上面に回動可能に軸支された便座及び便蓋
６とを有している。収納ケース５には、局部洗浄装置、脱臭装置、乾燥装置、空気清浄装
置、音楽再生装置、人体検知装置及び便器洗浄装置等の少なくとも一つ以上の機能装置が
収納されている。収納ケース５は、天板３の載置面３Ｂと、天板３の後端より後方の側壁
１（各左右壁部１Ｂの後側部分及び後壁部１Ｃ）の上面とに支持され、取り付けられる。
【００１７】
　収納空間Ｓ内には、便鉢２の下端に連結され、便鉢２と一体に形成された便器排水管７
の排水口７Ａが開口している。この洋風便器を床面Ｆに据え付ける際には、図示しない排
水接続管により、排水口７Ａと床面Ｆに引き出された図示しない排水管の接続口とが連結
される。この排水接続管は収納空間Ｓ内に収納される。また、収納空間Ｓ内には、排水接
続管から空気を吸引する図示しない吸気装置が収納される。この収納空間Ｓの上部開口８
は、便器装置４が載置されると、収納ケース５により閉鎖される。
【００１８】
　図３に示すように、天板３の後端の下面には、下方に延びる補強壁１１が形成されてい
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る。補強壁１１の左右端は、左右壁部１Ｂの内面に連結されている。このため、補強壁１
１により天板３の後端縁が補強されている。また、洋風便器の製造段階で天板３の後端縁
の変形が防止されている。
【００１９】
　図１～図３に示すように、補強壁１１は、左右上部に天板３の下面に沿い、左右に離れ
て設けられた第１挿入口１２を２つ有している。これにより、天板３の左右後端縁は、第
１挿入口１２から挿入した手を掛けることができる手掛け部１０とされる。このため、施
工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも近い方の手掛け部１０に片手を容易に掛ける
ことができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾斜している前壁部１Ａの外面に当て
るか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋風便器を容易に移動させることがで
きる。また、洋風便器の左右両側から二人の施工業者等が、左右の手掛け部１０にそれぞ
れ手を掛けて、洋風便器を容易に移動させることができる。
【００２０】
　この際、便鉢２より後方に設けられた手掛け部１０に手を掛けるため、左右寸法より前
後寸法の長い洋風便器をバランスよく移動させることができる。また、これら手掛け部１
０は、便器装置４が載置され、収納空間Ｓの上部開口８が収納部５により閉鎖されると隠
蔽される箇所に設けられている。このため、洋風便器の側壁１の外面は、凹凸がなく、す
っきりとしている。これにより、洋風便器の側壁１の外面は埃等の汚れがたまり難い。
【００２１】
　したがって、実施例１の洋風便器は、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００２２】
＜実施例２＞
　実施例２の洋風便器は、図４～図６に示すように、補強壁１１の中央上部に天板３の下
面に沿って第１挿入口２１が１つ設けられている。これにより、天板３の中央後端縁は、
第１挿入口２１から挿入した手を掛けることのできる手掛け部２０とされる。実施例１と
同一の構成については同一の符号を付して詳細な説明は省略する。
【００２３】
　実施例２の洋風便器では、施工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも手掛け部２０
に片手を容易に掛けることができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾斜している前
壁部１Ａの外面に当てるか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋風便器を容易
にバランスよく移動させることができる。また、この手掛け部２０も、便器装置４が載置
され、収納空間Ｓの上部開口８が収納部５により閉鎖されると隠蔽される箇所に設けられ
ているため、洋風便器の側壁１の外面は、凹凸がなく、すっきりとしている。これにより
、洋風便器の側壁１の外面は埃等の汚れがたまり難い。
【００２４】
　したがって、実施例２の洋風便器も、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００２５】
＜実施例３＞
　実施例３の洋風便器は、図７及び図８に示すように、天板３が補強壁１１より後方に延
びる延出部３Ｃを有している。実施例１及び２と同一の構成については同一の符号を付し
て詳細な説明は省略する。
【００２６】
　延出部３Ｃは、収納空間Ｓに臨む天板３の左右後端の２か所から夫々左右壁部１Ｂの内
側に連結されながら後方に延び、傾斜辺３１を有する三角形状に形成されている。延出部
３Ｃでは、この傾斜辺３１が天板３の後端になり、傾斜辺３１の縁部が手を掛けることの
できる手掛け部３０とされる。このように延出部３Ｃによって手掛け部３０を容易に形成
することができる。また、延出部３Ｃの上面は、天板３の上面及び天板３の後端より後方
の側壁１（各左右壁部１Ｂの後側部分及び後壁部１Ｃ）の上面と面一になっているため、
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収納ケース５の載置面が広がり、便器装置４を洋風便器の上面により安定して載置するこ
とができる。
【００２７】
　実施例３の洋風便器では、施工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも近い方の手掛
け部３０に片手を容易に掛けることができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾斜し
ている前壁部１Ａの外面に当てるか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋風便
器を容易にバランスよく移動させることができる。また、洋風便器の左右両側から二人の
施工業者等が、左右の手掛け部３０にそれぞれ手を掛けて、洋風便器を容易にバランスよ
く移動させることができる。また、これら手掛け部３０も、便器装置４が載置され、収納
空間Ｓの上部開口８が収納部５により閉鎖されると隠蔽される箇所に設けられているため
、洋風便器の側壁１の外面は、凹凸がなく、すっきりとしている。これにより、洋風便器
の側壁１の外面は埃等の汚れがたまり難い。
【００２８】
　したがって、実施例３の洋風便器も、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００２９】
＜実施例４＞
　実施例４の洋風便器は、図９及び図１０に示すように、天板３が補強壁１１より後方に
延びる延出部３Ｄを有している。実施例１～実施例３と同一の構成については同一の符号
を付して詳細な説明は省略する。
【００３０】
　延出部３Ｄは、収納空間Ｓの前方部において、左右方向の全体に亘って延出されている
。延出部３Ｄの後端４１が天板３の後端になるため、後端４１の縁部が手を掛けることの
できる手掛け部４０とされる。このように延出部３Ｄによって手掛け部４０を容易に形成
することができる。また、延出部３Ｄの上面は、天板３の上面及び天板３後端より後方の
側壁１（各左右壁部１Ｂの後側部分及び後壁部１Ｃ）の上面と面一になっているため、収
納ケース５の載置面が広がり、便器装置４を洋風便器の上面により安定して載置すること
ができる。
【００３１】
　実施例４の洋風便器では、施工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも手掛け部４０
の任意の箇所に片手を容易に掛けることができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾
斜している前壁部１Ａの外面に当てるか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋
風便器を容易にバランスよく移動させることができる。また、洋風便器の左右両側から二
人の施工業者等が、左右の手掛け部４０の任意の箇所にそれぞれ手を掛けて、洋風便器を
容易にバランスよく移動させることができる。また、この手掛け部４０も、便器装置４が
載置され、収納空間Ｓの上部開口８が収納部５により閉鎖されると隠蔽される箇所に設け
られているため、洋風便器の側壁１の外面は、凹凸がなく、すっきりとしている。これに
より、洋風便器の側壁１の外面は埃等の汚れがたまり難い。
【００３２】
　したがって、実施例４の洋風便器も、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００３３】
＜実施例５＞
　実施例５の洋風便器は、図１１及び図１２に示すように、便鉢２より後方の天板３の載
置面３Ｂの左右の２か所に第２挿入口５１が設けられている。これら第２挿入口５１の前
縁が、手を掛けることのできる手掛け部５０とされる。実施例１～実施例４と同一の構成
については同一の符号を付して詳細な説明は省略する。
【００３４】
　実施例５の洋風便器では、施工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも近い方の手掛
け部５０に片手を容易に掛けることができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾斜し
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ている前壁部１Ａの外面に当てるか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋風便
器を容易にバランスよく移動させることができる。また、洋風便器の左右両側から二人の
施工業者等が、左右の手掛け部５０にそれぞれ手を掛けて、洋風便器を容易にバランスよ
く移動させることができる。また、載置面３Ｂは、便器装置４が載置されると収納部５が
載置されるため、第２挿入口５１及び手掛け部５０は隠蔽される箇所に設けられている。
このため、洋風便器の側壁１の外面は、凹凸がなく、すっきりとしている。これにより、
洋風便器の側壁１の外面は埃等の汚れがたまり難い。
【００３５】
　したがって、実施例５の洋風便器も、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００３６】
＜参考例１＞
　参考例１の洋風便器は、図１３及び図１４に示すように、天板３の後端より後方の左右
壁部１Ｂの内面に手を掛けることができる手掛け部６０である凹部が設けられている。ま
た、この手掛け部６０は、収納空間Ｓの上部開口８の近傍に設けられている。実施例１～
５と同一の構成については同一の符号を付して詳細な説明は省略する。
【００３７】
　参考例１の洋風便器では、施工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも近い方の手掛
け部６０に片手を容易に掛けることができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾斜し
ている前壁部１Ａの外面に当てるか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋風便
器を容易にバランスよく移動させることができる。また、洋風便器の左右両側から二人の
施工業者等が、左右の手掛け部６０にそれぞれ手を掛けて、洋風便器を容易にバランスよ
く移動させることができる。また、この手掛け部６０も、便器装置４が載置され、収納空
間Ｓの上部開口８が収納部５により閉鎖されると隠蔽される箇所に設けられているため、
洋風便器の側壁１の外面は、凹凸がなく、すっきりとしている。これにより、洋風便器の
側壁１の外面は埃等の汚れがたまり難い。
【００３８】
　したがって、参考例１の洋風便器も、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００３９】
＜参考例２＞
　参考例２の洋風便器は、図１５及び図１６に示すように、天板３の後端より後方の左右
壁部１Ｂの内面に手を掛けることができる手掛け部７０である凸部が設けられている。ま
た、この手掛け部７０は、収納空間Ｓの上部開口８の近傍に設けられている。実施例１～
６と同一の構成については同一の符号を付して詳細な説明は省略する。
【００４０】
　参考例２の洋風便器では、施工業者等は、洋風便器の左右どちらからでも近い方の手掛
け部７０に片手を容易に掛けることができ、もう一方の手を下方に行くほど内側に傾斜し
ている前壁部１Ａの外面に当てるか、天板３の開口部３Ａの周縁に掛けるかして、洋風便
器を容易にバランスよく移動させることができる。また、洋風便器の左右両側から二人の
施工業者等が、左右の手掛け部７０にそれぞれ手を掛けて、洋風便器を容易に移動させる
ことができる。また、この手掛け部７０も、便器装置４が載置され、収納空間Ｓの上部開
口８が収納部５により閉鎖されると隠蔽される箇所に設けられているため、洋風便器の側
壁１の外面は、凹凸がなく、すっきりとしている。これにより、洋風便器の側壁１の外面
は埃等の汚れがたまり難い。
【００４１】
　したがって、参考例２の洋風便器も、移動させ易く、外観のデザイン性が向上し、かつ
掃除の手間を軽減することができる。
【００４２】
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施例１～５に限定されるものではなく、
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例えば次のような実施例も本発明の技術的範囲に含まれる。
（１）便器装置は、便鉢に洗浄水を供給する洗浄タンクであってもよい。
（２）側壁１は後壁部１Ｃを有しなくてもよい。
【符号の説明】
【００４３】
　１…側壁
　２…便鉢
　２Ａ…鉢面
　３…天板
　３Ａ…開口部
　３Ｂ…載置面
　４…便器装置
　１０、２０、３０、４０、５０、６０、７０…手掛け部
　１１…補強壁
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